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1．音楽活動の進化論的機能
　音楽は文化普遍的な人間共通の活動であるが，
人類進化の過程の中で音楽はいつどのように起
こってきたのであろうか。近年，音楽の進化論的
機能に関する議論が賑わっているが，私たちの音
楽活動はそもそも適応的な戦略として人間に何を
もたらしてきたのであろうか。
　かつて，著名な進化心理学者 Pinker（1997）は，
人間がもつ音楽能力を，人類進化の過程で直接的
に選択されたものではなく，適応的価値のない他
の能力の副産物であると述べた。しかし，2000年
代に入ると，音楽とそれに関わる能力には適応的
機能があると考えられるようになり，配偶者とし
ての自身の資質を伝達する働き（Miller, 2000），
他個体との連携を求める働き （Hagen & Bryant, 
2003），幼子をなだめる働き（Dissanayake, 2000; 
Mehr & Krasnow, 2017），そして集団を凝集化す
る働き（e.g., Benzon, 2001; Freeman, 2000; Huron, 

2001; Trehub, Becker, & Morley, 2018）などが唱
えられてきた。そして近年，Savage et al.（2020）
はこうした一連の社会的機能の考え方を拡張し
て，人間の音楽活動には，同種間での社会的絆と
その効力を形成・強化・維持する進化論的適応機
能があることを強調している。勿論，人間の音楽
活動は，音楽を聴いたり楽曲を演奏したりするこ
とによって自己や他者の情動や気分を制御するよ
うな働きをもつが，心理学や認知神経科学の視点
でみると，音楽活動は音楽の様々な特徴的要素に
基づいた複雑なメカニズムによって成り立ってい
ると考えられ，高度な認知能力やスキルを必要と
する。私たち人類が，音楽の様々な特徴的要素に
基づいて生み出される音楽活動を社会や生活に組
み込んで発展させてきたのは，そもそも音楽活動
が単に情動・気分を調整する機能だけではなく，
社会的関係形成や集団凝集化を促進させうる進化
論的適応機能があるからなのかもしれない。
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2．音楽の各種要素
　それでは，音楽のどのような特徴的要素がどの
ようにして社会的関係形成を促進させうるのであ
ろうか。一般に音楽は，「リズム（rhythm）」，「メ
ロディ（melody）」，「ハーモニー（harmony）」，

「構造（structure）」といった特徴的要素が取り
上げられて分析されてきた。
2-1．リズム
　リズムは英語由来の言い方であり，和名で律動
と表される。リズムは一般的に ２ つの異なる要素
によって把握される。それは，「等間隔ビート

（isochronous beat）」と「拍子（metric structure）」
である。等間隔ビートも拍子も私たちの歌唱・演
奏やダンスなどの運動を予測可能なものにし，同
期的かつ調和的な運動を計画しやすくする。等間
隔ビートによって各集団の運動を １ つにまとめる
ことができるが，それだけだと個々人の運動調整
に依拠しがちでバラバラになる可能性もあるが，
さらに拍子があることで多くの個人が同時に同一
リズムに合わせることが可能となる。等間隔ビー
トと拍子は私たち人間の音楽活動にかかわるシス
テムの一般的な特徴であり，集団での歌唱・演奏
やダンスに必要な運動を調和的に同期させる働き
がある（Savage, Brown, Sakai, & Currie, 2015）。
　特にダンスはリズムに合わせた身体運動であ
り，人間が生来的にもつリズムにかかわる音楽的
能力と考えられる（Fitch, 2015; Laland, Wilkins, 
& Clayton, 2016）。例えば，新生児でも音楽的な
ビートに関する聴覚的な期待を形成し，そのビー
トがなくなると形成された期待が裏切られたこと
に関係した脳の電位反応が出現することが確認さ
れ て い る（Winkler, Háden, Ladinig, Sziller, & 
Honing, 2009）。また，発達早期から音楽を聴か
せる乳児の自発的かつリズミカルな運動が確認さ
れ，リズムに確実に自身の運動を合わせる能力が
生後 2 年間で発達していく過程も明らかにされて
いる（Zentner & Eerola, 2010）。ダンスは以上の
ように，リズムを知覚してそれに身体運動を同期
させる能力を反映しており，その能力は生得的な
ものと思われる。
　リズムに対する知覚と運動の生得的な能力に
よって支えられて生み出されるダンスはさらに，
視覚的かつ聴覚的にリズムを再現して，周囲の他

者に対して音楽やそのリズムへの参加を促す働き
ももっている。このように，ダンスは特に他者に
対してリズムに対する運動の予測シグナルを提供
して，その他者が運動をリズムに調和的に同期さ
せることを可能にし，集団内の社会的絆を強めた
り集団内の協調性を調整したりすることに貢献し
ている可能性が考えられる（Savage et al., 2020）。
2-2．メロディ
　メロディは旋律とも呼ばれ，音の高さと長さを
特定のリズムのもとで連続的に変化させて歌唱さ
れたり演奏されたりすることで何らかの内容が表
現されたものと一般的に理解されている。特に音
の高さであるピッチ（pitch）はメロディの構成
において重要になるが，ピッチやメロディは発達
のかなり早い段階から認識されていることが明ら
かになっている。例えば，Lau, Lalonde, Oster, 
& Werner（2017）は，生後 3 ヶ月児でも成人同
様に，音階は適切だが基本周波数成分（最も低い
周波数の音）を特定できないようにしたメロディ
では特に特異な反応は示さないに対して，一部の
音のピッチを変化させて音階をずらしたメロディ
に対して特異は反応を示すことを報告している。
この結果は，生後 3 ヶ月児でも，「失われた基本
周波数成分（ミッシング・ファンダメンタル，
missing fundamental） 」を推定して適切な音階
をもつメロディとして感受し，一部の音階を変化
させたメロディは違和感をもって弁別しているこ
とを窺わせる。
　メロディは個々に異なるピッチの様々な音が連
続的に構成されることで表現され，一般的な発話
における音声の「ピッチそのもの」の連続的な変
化とは異なるものである。メロディは歌唱や楽器
演奏によって表現されるが，特に歌唱の能力は発
達早期に芽生え，およそ 2 歳までには，親が子ど
もに向かって歌いかけた歌をピッチ幅や音調曲線
などはそのままにして歌うことができるようにな
る（Trehub, 2016）。こうした歌唱能力の発達は，
メロディを個人間で共有するために必要なもので
あり，メロディが個人間で歌い継がれて伝播し，
特定の集団や文化に固有に根づいた歌を集団で合
唱するための必要条件でもあるだろう。そして，
他者の発するメロディを学習して歌唱する能力が
基盤となって，集団や文化に独自の歌が形成され
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て，それがその集団や文化を象徴するアイデン
ティティとなり，その歌を共有したり合唱したり
することで集団内の社会的絆が強められることも
考えられる（Savage et al., 2020）。
2-3．ハーモニー
　また，集団内で歌唱したり楽曲を演奏したりす
るときに，メロディのおかけで個人間で音の周波
数を予測的に照合させることができる（Merker, 
2002; Savage et al., 2015）。そのメロディをもと
に異なる複数のパートに分かれてオクターブ分ず
らして同一メロディを歌唱したり演奏したりする
ことは，ハーモニーの典型例である。オクターブ
分ずらして歌唱・演奏することは異なるピッチの
音を同時にかつ周波数スペクトルを最大限に重ね
合わせるように生成することであり，これは人間
固有の音楽活動と言ってよく，近縁種のチンパン
ジーには観察されないことである（Grawunder 
et al., 2018）。
　音の周波数スペクトルを適切に重ねることに
よって，合唱や演奏でよく用いられる様々な種類
のコード（和音，chord）も生成される。コード
は，ピッチの異なる複数のピッチクラス（同じ音
階名の音の集合）の音が同時に生成されることで
成立し，コードを構成する音の周波数比率はなる
べく小さな整数の比になることが知られている。
コードのように複数の異なるピッチの音声を音階
に沿って同時に発声することによって，集団で合
唱する際にその集団を構成する個人は基本周波数
の音を特定しやすくなり，結果的に各音の周波数
関係も適切に調整されてハーモニーは最大化され
る（Sethares, 2004）。そして，メロディやハーモ
ニーの大きな効果は，他者との間で音の周波数ス
ペクトルを適切に調整してメロディとハーモニー
を伴う楽音を生み出すことによって，自分も他者
もその奏でながら聞こえる楽音に快情動や心地よ
さを経験してその他者と間の絆をも強めることで
あると考えられる（Savage et al., 2020）。ハーモ
ニーを伴う楽音が心地よく聞こえて快情動が生起
することに関係したメカニズムは十分に解明され
ておらず議論されているところである（e.g., 
Bowling, Hoeschele, Gill, & Fitch, 2018; Harrison 
& Pearce, 2020）が，音階に沿って複数のパート
で歌唱・演奏することで生み出されるハーモニー

は，単独歌唱・演奏では得られない集団音楽活動
の特徴的要素である。
2-4．構造
　これまでに述べてきた，リズムの同期やピッチ
を協和させて重ねることによるハーモニーの効果
は，特に反復という音楽構造によって増進すると
考えられる（Savage et al., 2015）。反復によって
実際，歌唱者・演奏者はリズムやメロディを記憶
しやすくまた予測しやすくなり，複数の歌唱者・
演奏者による長時間の協調的な合唱・合奏が可能
になることが想像される。同期したリズムやハー
モニーを伴う合唱・合奏が一定時間行われること
によって，歌唱者・演奏者には快情動が生じて社
会的絆が強まるであろう（Savage et al., 2020）。
また，「参加型音楽（participatory music）」が合唱・
合奏される小さな集団であれば歌唱者・演奏者と
聴者との区別は殆どなく（Turino, 2008），聴者
にも快情動が生じて聴者との間にも社会的絆が形
成されたり強められたりするものと思われる。
 
　上記では，音楽の各種特徴的要素が具体的にど
のような形で社会的関係を促進させる可能性があ
るかを述べた。私たち人間は生来的にリズムやメ
ロディを弁別・知覚する能力を備えており，発達
の極めて早い段階からリズムに身体を同期させて
動かすことが可能で，メロディを模倣して歌唱す
る能力も早くに発達させ，他種に類を見ない音楽
能力を素質として備えていると考えられる。さら
に，リズム，メロディ，反復的構造といった楽曲
の特徴的要素はその音楽能力に作用して，次に来
る音のピッチ，タイミング，そして他者の動きや
他者の奏でる音のピッチを予測することを可能に
し，他者との動きの同期や合唱・合奏・ハーモニー
も円滑なものになると考えられる。また，動きの
同期性や合唱・合奏・ハーモニーは歌唱者・演奏
者や聴者に快情動をもたらして，集団内での他者
との絆や協調的雰囲気を生みやすくするものと考
えられる（Savage et al., 2020）。

3．音楽活動と共感・向社会的行動
　先の章では，私たち人間が生来的に，音楽活動
によって協調的な社会的関係を形成しやすい性質
を備えている可能性を述べた。適応度を上げて確
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実に次世代を生み増やすためには配偶者選択，幼
子に対するケア，他者との連携，集団内部の統率
が重要であり，そうした面々で音楽活動が機能し
ていることは理解することができる。しかしなが
ら，音楽活動は，協調的な社会的関係のどのレベ
ルの深さにまで影響するのであろうか。換言すれ
ば，音楽活動が社会的関係を促進するレベルは他
者と動きや情動を共有しているレベル，他者の文
脈や視点をも理解しているレベル，それとも他者
の幸福にも配慮しているレベルなのであろうか。
　協調的な社会的関係を形成して維持したり強化
し た り す る 人 間 の 心 的 特 性 の １ つ に「 共 感

（empathy）」がある。「自己主張（self-assertion）」，
「自己統制（self-control）」，「情動制御（emotion 
regulation）」等も重要な特性と考えられるが，特
に共感は子どもでも大人でも「向社会的行動

（prosocial behavior）」や「愛他性（altruism）」
と関連が強いことが確認されており（Eisenberg 
& Miller, 1987），向社会的行動の強力な予測因子
と し て も 知 ら れ て い る（Roberts & Strayer, 
1996）。向社会的行動とは具体的には，他者を助
ける・慰める，他者に何かを分け与える，他者と
協力する，慈善活動，社会奉仕活動といった行動
で，一般には，外的報酬や返報を期待することな
く自己のコストを払ってでも他者の利益のために
自発的に行われる行動とされている（Batson, 
2012; 菊池，1984）。愛他性とはその向社会的行動
を動機づける心的傾性である（Batson, 2012）。
　現代の心理学において共感は，多面的要素で成
り立つ心理的プロセスとして認識されており，他
者 の 情 動 を 共 有 し 経 験 す る「 情 動 的 共 有

（emotional sharing）」，他者の視点に立って理解
する「認知的共感（cognitive empathy）」，他者
の幸福を高めようとしたり他者の苦しみを取り除
こうとしたりする動機づけにかかわる「共感的関
心（empathic concern）」という ３ つの要素で成
り立つと考えられている（Decety, 2015; 瀧本・
山本，2015; Weisz & Cikara, 2021）。そして共感
は反対に，攻撃的・暴力的行動の発達に対して抑
制的に関与することが知られており，共感のレベ
ルが低い児童・生徒は攻撃的行動や暴力的行動が
生じやすく，共感のレベルが高い児童・生徒はそ
うした行動が生起しにくいことが確認されている

（e.g., Arufe-Giraldez, Zurita-Ortega, Padial-Ruz, 
& Castro-Sanchez, 2019; 村上・西村・櫻井 , 2014; 
van Hazebroek, Olthof, & Goossens, 2017）。健康
的な発達という観点からみても，共感は成長する
子どもの攻撃性・暴力性を抑制して向社会的行動
を強化する重要な心理的特性であり，子どもの共
感性を育むことは家庭や保育・教育現場だけでな
く地域社会の課題でもある。
　社会的・発達的に重要な共感を育むことに繋が
る行動的介入の １ つに，音楽活動がある。Clarke, 
DeNora, & Vuoskoski（2015）は，音楽活動に関
する神経科学的・心理学的知見から社会文化学・
人類学的知見を網羅的にレビューして，音楽には
その情動的・認知的・社会的要素によって共感や
社会的理解の発達・維持を促進する力があること
を強調している。例えば私たちは，歌・楽曲を聴
いているときに，その歌・楽曲と自分の思いや情
動を繋げて重ね合わせることをする。また，私た
ちは，ある音楽活動に歌唱者・演奏者または聴者
として参加したときに，その歌・楽曲の情動的・
心理学的内容を知覚するとともに，歌唱者・演奏
者の思いや情動をも解釈し，情動的に反応する

（Greenberg, Rentfrow, & Baron-Cohen, 2015）。
これは音楽を通して歌唱者・演奏者または作曲者・
作詞者に対する共感が生じているということであ
る。実際に，共感の得点が高いと楽曲を聴いて「誘
導」される情動と同じ楽曲から「認識」される情
動の違いが小さくなることが確認されており

（Egermann & McAdams, 2013），共感のおかげ
で楽曲に対する情動と解釈が整合して楽曲に対す
る理解が深まることが示唆されている。また，演
奏者に対して共感するよう教示を受けた人たちは
そうでない人たちに比して，悲しい楽曲を聴いて
いるときに皮膚コンダクタンス・レベルが低く，
楽しい楽曲を聴いているときに呼吸数が多いこと
が報告されており（Miu & Balteş, 2012），共感が
楽曲に対する情動的生理反応を強めていることも
窺える。その他にも，共感的他者視点取得の傾向
の強い人はそうでない人に比して相手と動きを同
期させて楽曲を奏でようとすることも確認されて
いる（Novembre, Mitsopoulos, & Keller, 2019）
など，音楽に対する感受性と共感は濃密な関係に
あることは間違いない。音楽活動が共感や向社会
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的行動の発達を促進させる可能性は大いに考えら
れる。そこで，その可能性を示唆する研究を以下
ではレビューする。
3-1．心理行動的エビデンス
　まず，参加型音楽活動は幼児の向社会的行動を
促進させる可能性を示唆する研究が幾つかある。
例えば，Kirschner & Tomasello （2010） は， 4
歳児の 2 人で互いに歌いながら楽器をもってダン
スをするペアと特に歌やダンスはなく話をするペ
アがその後に相手の困難な状況で相手をどの程度
助けるかを明らかにするために，実験的検討を
行った。その結果，事前に歌やダンスを共有した
ペアのほうが相手を助ける割合が有意に高いこと
が明らかになり，歌やダンスを共有することが 4
歳児の向社会的行動を促進させる可能性が示唆さ
れた。Good & Russo （2016）は，皆で30分間歌
唱するグループ，皆で30分間壁に描いて色を塗る
グループ，皆で30分間競争的ゲームを行うグルー
プのいずれかに参加した 7 ～ 8 歳児が，その活動
の後に囚人のジレンマ・ゲームで協力と裏切りの
どちらの手を出しやすいのかを調査した。その結
果，歌唱するグループに参加した子どもたちは他
のグループに参加した子どもに比して協力的であ
る こ と が 確 認 さ れ て い る。Rabinowitch & 
Meltzoff （2017）の研究調査では，メロディやハー
モニーは伴わないが，同じリズムでブランコに
乗って同期して動くペアと同期しないペアや何も
しないペアで，各ペアがその後にどの程度相手に
対して協力的であるかが調べられた。その結果，
同期して動くペアがそれ以外のペアに比べて協力
的であることが確認されており，単なるリズムの
同期でも向社会的行動を促す可能性が示唆されて
い る。 さ ら に，Rabinowitch, Cross, & Burnard 

（2012）の研究調査では，平均10歳の子どもたちが，
音楽を伴うゲームが活動に組み込まれた音楽ゲー
ムプログラムと音楽を伴わないゲームのプログラ
ムのいずれかに 1 年間参加し，そのプログラムの
前後で情動的共感が測定された。音楽を伴うゲー
ムとは，例えば，リズミカルになるべく相手の動
きに合わせるゲームや，ある楽曲の短いフレーズ
を相手が演奏するのに対してなるべく真似て演奏
するゲームといったものである。音楽ゲームプロ
グラムに参加した子どもたちでは情動的共感の得

点が有意に上昇したが，音楽を伴わないゲームプ
ログラムの子どもたちではそうした変化は認めら
れず，やはり音楽活動が情動的側面ではあるが共
感を育む可能性がうかがえる。
　また，研究数は少ないが本邦でも，音楽活動が
共感や向社会的行動の発達を促進させる可能性を
示唆する結果が報告されている。例えば，服部・
豊島・福井（2015）は，Reading the Mind in the 
Eyes Test（Baron-Cohen et al., 2001）の児童版

（Tonks, Williams, Frampton, Yates, & Slater, 
2007）を和訳して用いて共感性を測定し，音楽鑑
賞と合唱の 2 回の授業に参加する前と参加した後
での変化を検討している。Reading the Mind in 
the Eyes Test は，他者の顔の両目の周辺を切り
取った画像を見せてその画像が ４ つの心理状態の
いずれかを選択させる課題である。他者の顔面の
特に両目やその周辺を見て内的に模倣することで
その他者の心理状態を読み取っているとすれば，
このテストは共感の中でも特に情動的共有の側面
を測定しているものと思われる。服部ら（2015）
は Reading the Mind in the Eyes Test 得点が低
い中学生と高い中学生に分けて検討したところ，
このテストの得点が低い中学生において音楽鑑賞
と合唱の授業を受けた後にこのテストの得点が上
昇したことを報告している。この結果から，音楽
の授業を通して共感の中でも情動的共有の側面を
高めた可能性が考えられる。また，山崎（2019）は，
集団での歌唱とダンスのワークショップに 3 日間
参加した女子大学生 9 名と参加していなかった 9
名を対象に，ワークショップ参加前と後で多次元
的共感性尺度を用いて共感性を測定した。その結
果，ワークショップ参加者では参加後に共感得点
が有意に増加したのに対して，非参加者では上昇
しなかった。この結果からは，高校生以降でも集
団での歌唱・ダンス活動が共感発達を推し進める
可能性が示唆される。
　さらに，積極的な音楽活動やその開始の早さが
共感発達に促進的な影響を及ぼすことを示唆する
研究もある。Kawase, Ogawa, Obata, & Hirano 

（2018）は，音楽レッスンを 1 歳， 2 歳， 4 歳，
6 歳のいずれかの年齢より受け始めた 4 ～ 5 歳と
6 ～ 7 歳の子どもたちの社会性発達を調査した。
分析した結果， 6 ～ 7 歳の子どものうち， 1 歳か
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ら音楽レッスンを受け始めた子どもたちの共感の
得点が 4 歳から受け始めた子どもたちよりも有意
に高いことが確認された。共感の発達に直接的に
アプローチしているわけではないが，その他に，
プロレベルの音楽レッスンを受けてきた音楽家の
人たちはそうでない人たちに比して発話中の情動
を敏感に感じ取る傾向が高いこと（Kraus & 
Chandrasekaran, 2010）や，週 1 回の音楽レッス
ンを受けた 3 ～ 4 歳の子どもたちはそうでない 3
～ 4 歳の子どもたちに比して実行機能が有意に改
善 さ れ た こ と も 報 告 さ れ て い る（Bowmer, 
Mason, Knight, & Welch, 2018）。音声に情動を知
覚する特性は共感にも寄与しているであろうし，
共感の発達に実行機能が大きく関与していること
も 報 告 さ れ て お り（McDonald & Messinger, 
2011），早期の積極的な音楽活動は共感の発達に
促進的な影響を及ぼす可能性は大いに考えられる。
3-2．心理行動的メカニズム
　それでは，音楽活動は実際にどのようなメカニ
ズムによって共感や向社会的行動を発達させるの
であろうか。本論では，共感は情動的共有，認知
的共感，共感的関心という３つの要素で構成され
るとしている。音楽活動はこれら３つの要素の発
達をどのように推し進めるのであろうか。
3-2-1．情動的共有と音楽活動
　まず，音楽そのものは聴者にある特定の情動を
強力に誘導する。様々な音楽がその中で表現され
る多種多様な情動を聴者に引き起こして情動経験
をもたらすが，その情動経験の積み重ねによって
他者の情動にも敏感になり情動的共有が生じやす
くなるというメカニズムが １ つ考えられる。
Juslin & Vastfjall （2008）は，音楽に対する情動
生起において意識が影響しない無自覚的なプロセ
スと意識が大きく影響を与えるプロセスを想定し
ている。特に音楽が強く情動を誘導するプロセス
は無自覚的なものであろう。Juslin & Vastfjall 

（2008）はその無自覚なプロセスとして，音に対
して基本的に覚醒や快・不快反応を生起させる「脳
幹反射（brain stem reflex）」以外に，「情動的共
鳴（emotional contagion）」，「音響的期待（musical 
expectancy）」，「 評 価 的 条 件 づ け（evaluative 
conditioning）」を挙げている。まず，情動的共鳴
とは，楽曲そのものが情動的シグナルで情動を表

出しており，その情動表出を聴者が知覚してその
情動が内的に模倣されることである。その模倣は
楽曲を聴いて筋緊張が脳にフィードバックされる
レベルから脳内でその楽曲に関係した情動がリア
ルに再現されるレベルまであると考えられるが，
楽曲で表現される情動的シグナルを知覚して内的
に模倣されることで聴者に同じ情動が誘導され
る。具体的に言えば，テンポ・ピッチ・ボリュー
ムの低さで表現される楽曲はその演奏によって悲
しみを表出し，それを知覚した聴者は筋肉が弛緩
したり心拍数が低下したり，また情動の内的模倣
に関わる神経システムが機能したりして，悲しみ
が誘発されるということである。この内的模倣の
神経システムには「聴覚情報に特化したミラーシ
ステム（auditory mirror system）」（Bangert et 
al., 2006）が関わっているであろう。音楽は多く
の場合その表現に，情動的な発話で生じるときと
同じ音響的パターンを特徴として備えている

（Juslin & Laukka, 2003）ため，楽曲に対して情
動的共鳴が生じるのは間違いない。
　音響的期待とは，演奏される楽曲の流れに対す
る聴者の期待のことである。音響的期待に対して
その楽曲の特徴が反していたりずれていたりする
と聴者に驚きや落胆等の情動を喚起させ，またそ
れに合致していると聴者に確信や喜び等の情動を
生起させると考えられている。これは，先の章で
も述べたが，リズム，メロディ，反復的構造といっ
た楽曲の特徴的要素によって次に来る音のピッチ
やタイミングを予測することができる私たち人間
の生来的な音楽能力に関係するものと思われる。
　評価的条件づけとは，ある情動を喚起させる出
来事に対して楽曲の一部が繰り返し提示されて，
その出来事が生じていなくてもその楽曲の一部に
よって同じ情動が自動的に誘発されることをい
う。Blair & Shimp （1992）は，不快な状況で音
楽の一部を繰り返し聴いた参加者が，その後にそ
の音楽とともにある製品を提示するその製品に対
する好意的態度は繰り返し聴く前に比べて好意的
ではなくなることを明らかにしている。こうした
証左から，評価的条件づけによってある楽曲が学
習した情動を自動的に喚起させるということはあ
るだろう。
　以上をまとめると，Juslin & Vastfjall （2008）
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が唱える，情動的共鳴，音響的期待，評価的条件
づけといったプロセスを通して，私たちは音楽か
ら情動を知覚して反応したり経験したりする能力
を高めているものと思われる。音楽活動の中で音
楽に多く晒されることは，こうした能力を高め，
他者が表現する情動表出にも敏感に察知して同じ
情動を経験するという情動的共有の経験を豊富に
もたらすことが考えられる。
3-2-2．認知的共感と音楽活動
　それでは，共感の 2 つ目の側面である認知的共
感の発達に音楽活動はどのように作用するのであ
ろうか。認知的共感は言い換えれば「心の理論

（theory of mind）」のことであるが，心の理論と
音楽活動の直接的な関係を明らかにしようとした
研究は現在確認されていない。心の理論は実行機
能に深く関係し，心の理論課題において他者の視
点に立つためには，自己視点と他者視点を切り離
して自己視点を抑制するような実行機能が必要に
なる（小川・子安，2008; 森口，2018）。そうした
ことを踏まえると，週 1 回の音楽レッスンを受け
た 3 ～ 4 歳の子どもたちの実行機能が有意に改善
されたという Bowmer et al.（2018）の報告は，
音楽レッスンが結果的に実行機能だけでなく心の
理論の発達をも推し進めている可能性を期待させ
る。
　認知的共感や心の理論の発達と音楽活動の関係
を考えるとき，やはりその音楽活動の方法や内容
に注意しておく必要があるだろう。上述で紹介し
た Bowmer et al.（2018）の研究調査でも音楽レッ
スンの方法が功を奏したのかもしれない。調査対
象となった音楽活動のクラスでは子どもたちにな
るべく言葉を使わないように求め，音楽指導者の
指示やジェスチャーを理解するためにセッション
中は始終音楽指導者に注意を向けておかなくては
いけなかった。また，音楽活動のゲームがない間
は，ゲームのルールを理解するために音楽指導者
に注意を向けて自分がゲームでどう反応すべきか
を学習する必要があった。調査で使用した実行機
能課題もルールや正しい反応の仕方を覚える必要
があり，尚且つ言葉を用いることのない課題で
あったため，そのクラスに参加した子どもたちは
実行機能課題の得点が上がったのではないかと考
えられる（Bowmer et al., 2018）。

　音楽活動のプロセスは基本的に，好みやジャン
ルに基づいた音楽の選択，自分自身や他者の歌唱・
演奏を聴く音楽知覚，自分自身が歌唱・演奏して
他者に公表する音楽パフォーマンスに分けること
ができるが，上記の Bowmer et al.（2018）の考
察と同様に考えると，特に音楽パフォーマンスは
認知的共感や心の理論を育む可能性があるのでは
ないだろうか。自分の歌唱・演奏を自身で感じ取
りながら，その歌唱・演奏を他者が同じように受
け取っているのか，また自分とは異なる感じ取り
方で理解しているのではないかと思いを巡らすプ
ロセスが，音楽パフォーマンスとそのための準備
と鍛錬の過程にあると思われる。歌唱や演奏はリ
ズム，メロディ，反復的構造等に基づく予測，及
び聴覚・視覚，運動感覚，内受容感覚等の身体感
覚によってマルチモーダルに実行され，それが主
として聴覚を通じて，特に音楽パフォーマンスを
目の当たりにする場合には視覚・運動感覚をも通
して，他者にマルチモーダルに受け止められる。
また，音楽パフォーマンスに対する他者からの評
価フィードバックによって実際に，自分の感じ取
り方とは異なる他者独自の受け取り方や心情を知
ることになり，大いに他者視点を学習する機会と
なる。音楽パフォーマンスとその準備・鍛錬過程，
及び他者評価フィードバックは他者視点を研ぎ澄
ますプロセスといえるであろう。
　しかしながら，認知的共感や心の理論の発達に
対する音楽活動の促進的効果を検討した研究や議
論は乏しい。今後，自らの音楽パフォーマンスの
ために準備と鍛錬をしてそのパフォーマンスに対
する他者評価を得る過程が，いかに他者視点の学
習に繋がって認知的共感の発達を促進させるのか
を検証する必要はあるのではないだろうか。
3-2-3．共感的関心と音楽活動
　最後に，共感の 3 つ目の側面である共感的関心
は，音楽活動のどのような側面がどのように影響
して発達すると考えるべきであろうか。共感的関
心は，他者の幸福を高めようとしたり他者の苦し
みを取り除こうとしたりする動機づけまたはその
傾性である。こうした他者の幸福を志向する傾性
は，発達心理学領域では共感と大いに関係する「良
心（conscience）」という特性として注目されて
きた。良心とは，その人の将来的な道徳的な性格
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と信念体系の礎となる内在化された行動の価値・
基準のことであり，自己制御行動と道徳的情動を
生み出すシステムと言ってもよい（Kochanska, 
Koenig, Barry, Kim, & Yoon, 2010）。Hoffman

（1983）は，子どもの将来的な良心や道徳性にとっ
て特に親のルールを内在化していくことの重要性
を説いたが，それだけでなく，発達の初期段階か
ら他者の苦痛に触れて共感する体験も重要である
ことを強調している。また，他の発達心理学者

（Eisenberg, Fabes, & Spinrad, 2006; Radke-
Yarrow, Zahn-Waxler, and Chapman, 1983）も，
親子の中で繰り広げられる共感というものが将来
的な道徳的感受性の基盤になっていると唱えてい
る。まとめるならば，良心は他者の幸福を志向し
重んじる行動の価値・基準体系と言ってよく，共
感における共感的関心の側面とはかなり重なると
ころがある。この良心がどのように発達するのか
について，特に Kochanska ら（Kochanska, 1997, 
2002; Kochanska, Aksan, Prisco, & Adams, 2008; 
Kochanska, Forman, Aksan, & Dunbar, 2005）は，
親の個人的特性よりも，「相互応答的志向性

（mutually responsive orientation）」という親子
の関係性要因を重要視した。相互応答的志向性は，
親子のやりとりで展開される，快適で相互に結び
合った協調的な関係性として定義され，その関係
性の中で特に，お互いの要求，発言，些細なシグ
ナルを受け止めて応答するという「相互応答性

（mutual responsiveness）」と，相互に快情動を
もたらす共同的やりとりである「共有された快情
動（shared positive affect）」の ２ つの側面が，良
心の発達に作用しているとして注視されてきた。
実際に，相互応答的志向性が，他者の痛みを取り
除こうとする反応や罪悪感反応といった良心の一
側 面 を 予 測 す る こ と が 確 認 さ れ て お り

（Kochanska et al. 1999; Kochanska et al. 2005），
相互応答的志向性の高い親とのやりとりの中で成
長する子どもは共感的関心や良心を発達させやす
いと考えられる。おそらく，親との間で快情動を
伴う相互応答的なやりとりをもちやすい子どもは
親のルールを内在化するとともに，他者との協調
的な関係や結びつきに重要な意味や価値を置くよ
うになり，他者の幸福を志向して重んじるような
態度，すなわち共感的関心や良心をも発達させる

のであろう。
　そして，この相互応答性と共有された快情動を
含んだやりとりをより円滑にする調整器が，まさ
に音楽なのではないだろうか。前節でも述べたが，
複数者間で行われる合唱や合奏において，リズム，
メロディ，反復的構造といった楽曲要素によって
次に来る音のピッチとタイミング，そして相手の
動きや他者の奏でる音のピッチを予測することが
可能になり，相手との協調的な動きや合唱・合奏・
ハーモニーをより円滑に生み出すことができるで
あろう。また，相手との協調的な動きに基づいた
ダンス・合唱・合奏・ハーモニーはパフォーマー・
歌唱者・演奏者間に快情動をもたらしてその相手
との結びつきを強めるであろう。すなわち，音楽
活動の中で相手と協調的にダンス・歌唱・演奏を
同期させて共有するような活動は相互応答的志向
性の高いやりとりそのものではないか，というこ
とである。そして，そうした活動を繰り返すこと
でパフォーマー・歌唱者・演奏者間で相互に相手
との結びつきを重んじるようになると，相手の幸
福を望んで苦痛は取り除こうとする共感的関心が
発達するということはあるのではないだろうか。
　実際に，Pasiali（2012）は音楽療法による介入
の効果について ４ ケースのデータを分析し，セラ
ピストの誘導によって親子間で音楽活動を共有す
ることが親子間の相互応答的志向性の高いやりと
りをもたらしていることを報告している。また，
先で述べた Kirschner & Tomasello （2010） の研
究でも，お互いに音楽に合わせてダンス・歌唱・
演奏をした 4 歳児ペアはより積極的に相手を助け
る行動を示すことを明らかにしている。これも，
ペアでの合唱・合奏が相互応答的志向性の高いや
りとりとして機能し，相手との結びつきに対する
意識を強めたためかもしれない。今後は，相互に
ダンス・歌唱・楽器演奏を同期させて共有する活
動はその相手との相互応答的志向性の高いやりと
りになるのか，音楽活動から離れた普段のその相
手とのやりとりにおいても相互応答的志向性を高
めるのか，その相手以外の他者との相互応答的志
向性をも高めるのか，そして最終的に，ダンス・
歌唱・楽器演奏を同期させたり共有したりする活
動は相互応答的志向性を媒介因として共感的関心
を高めるのか，を検証する必要があるだろう。
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　以上，音楽活動が共感や向社会的行動の発達に
貢献するメカニズムを，情動的共有，認知的共感，
共感的関心という共感の構成要素から論を展開し
た。それをまとめるならば，様々な音楽に晒され
ることでその音楽に含まれる情動が豊富に共有さ
れていく可能性，自らの音楽パフォーマンスのた
めに練習をしてそのパフォーマンスに対する他者
評価を得る過程が認知的共感を発達させる可能
性，相互にダンス・歌唱・楽器演奏を同期させて
共有する活動が共感的関心を強める可能性がある
のではないか，ということである。このことは，
音楽活動のうちどのような側面を強調して実施す
るかによって共感のどの要素の発達が促されるか
も異なってくることが予想される。
3-3．神経科学的エビデンス
　音楽活動が共感や向社会的行動の発達に貢献す
るメカニズムを検討する際に，神経科学的アプ
ローチを外すことはできない。近年，共感を支え
る脳神経活動や脳構造が明らかになっている。従
来，脳神経科学においては脳機能局在論が唱えら
れ，脳の各部位は異なる機能を担っていると見な
され，脳の各部位の神経活動や構造に着目する傾
向が強かったが，近年はパラダイム・シフトが起
こり，幾つかの脳領域同士が「ネットワーク（brain 
network）」を構成して同期的に活動することで
機 能 す る と い う「 機 能 的 接 続（functional 
connectivity）」によって心理的活動を説明する試
みがなされている（e.g., Duncan, 2010）。Zaki & 
Ochsner （2012）によれば，共感という心理的活
動は特に複数の脳内ネットワークで調整される複
雑な現象とし，「情動ネットワーク（emotional 
network）」，「 顕 著 性 ネ ッ ト ワ ー ク（salience 
network）」，「メンタライジングネットワーク

（mentalizing network）」，そして「ミラーニュー
ロンネットワーク（mirror neuron network）」が
特に関与しているという。情動ネットワークは，
情動反応を起こすことに関わるネットワークであ
り，扁桃体，側坐核，視床等が含まれる。顕著性
ネットワークは，身体が恒常的に安定している状
態から不安定な状態に移行した際に敏感に反応す
るホメオスタシス監視にかかわるネットワークで
あり，帯状回前部や島皮質前部などを含む。ミラー
ニューロンネットワークは，他者の身体・行動を

観察することでそれに似た身体状態・行動を再現
するネットワークであり，頭頂葉下部や運動前野
腹側などを含んでいる。この ３ つのネットワーク
は，共感の３要素でみると，他者の情動を身体的
に共有して経験する情動的共有に大きく関わって
くると考えられる。メンタライジングネットワー
クはその名前のとおり，心の理論にかかわるネッ
トワークであり，前頭前野内側部，側頭頭頂接合
部，上側頭溝後部などを含む。メンタライジング
ネットワークは，共感の ３ 要素でみると，自己と
は異なる他者の視点や文脈でその他者の心情を理
解する認知的共感に大きく関わっているであろ
う。また，顕著性ネットワークはホメオスタシス
へ の 回 復 を 促 す 働 き も あ る と 言 わ れ て お り

（Menon & Uddin, 2010），他者の苦痛を受けてミ
ラーニューロンネットワークを通じて自身も似た
苦痛を模擬体験することでホメオスタシスへの回
復を促す顕著性ネットワークも機能することが考
えられ，共感的関心に顕著性ネットワークが関与
している可能性は考えられる。
　それでは音楽活動は実際に脳の構造や機能的接
続とどのような関連性があるのであろうか。共感
や向社会的行動に関与する脳領域に関係した脳神
経科学的研究を特に取り上げて述べる。Habibi 
et al. （2018）は，音楽レッスンを受けている子ど
もたち（音楽群），スポーツトレーニングを受け
ている子どもたち（スポーツ群），放課後に特に
何もトレーニングを受けていない子どもたち（統
制群）を 6 歳から 2 年間追跡して，脳構造に及ぼ
す音楽レッスンの効果を検証している。調査開始
時点では，認知，運動，音楽，情動，社会性，そ
して脳の構造や機能に関する指標に関して 3 群間
に特定の有意差を確認しなかったが， 2 年後の調
査で，統制群やスポーツ群の子どもたちに比して，
音楽群の子どもたちの右側の上側頭回後部の皮質
容積が左側の上側頭回後部よりも大きいことが明
らかになった。右側上側頭回後部は右側側頭頭頂
接合部に近接した領域であり，特に右側側頭頭頂
接合部の前部は自己と他者への注意の切り替えに
か か わ る こ と で 知 ら れ て お り（Krall et al., 
2015），音楽レッスンを 2 年間受け続けることは
右側側頭頭頂接合部を発達させるだけでなく，共
感または認知的共感を高める可能性があるかもし
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れない。
　また，Zamorano, Cifre, Montoya, Riquelme, & 
Kleber （2017）は，音楽家の人たちがそうでない
人たちに比して島皮質を中心とする機能的接続性
が高く，島皮質ネットワークに同期して顕著性
ネットワークや情動ネットワーク，また背外側前
頭前野や側頭頭頂接合部などの高次認知機能に関
係したネットワークが活性化しやすいことを明ら
かにしている。この結果は，音楽トレーニングを
受けている人たちは，音楽パフォーマンスの中で
素早く各種感覚を統合的に処理して優れた認知・
情動機能を発揮していることを物語っている。さ
らに，島皮質ネットワークと同期して活性化した
ネットワークのどれもが共感と関係が深いことか
ら，音楽トレーニングを受けている音楽家の人た
ちは他者に対して共感しやすい特性を持ち合わせ
ているかもしれない。そのような脳と共感性の関
連性にまで踏み込んだ研究に，Li et al. （2019）
のダンサーや音楽家を対象とした研究がある。こ
の研究では，ダンサーや音楽家の人たちの島皮質
を中心とする機能的接続性が高いことを明らかに
しており，ダンサーでは島皮質に関係した後部島
皮質と帯状回中間部のサブネットワークの機能的
接続性と視点取得（認知的共感）との間に有意な
正の相関関係があること，また，音楽家では左右
両側での腹側前部島皮質と中側頭回のサブネット
ワークの機能的接続性と共感的関心との間に有意
な正の相関関係があることが確認されている。こ
うした島皮質を中心とするサブネットワークは，
聴覚・視覚といった外受容感覚情報と内臓感覚や
その他の身体内部感覚に由来する内受容感覚情報
を統合する働きをもち，その統合的処理によって
情動の主観的経験が生み出されると考えられてき
た（Craig, 2009; Menon & Uddin, 2010）。ダンス
や音楽のトレーニングを受けることは，島皮質を
中心とするサブネットワークの機能を向上させて
自分自身に生起する情動の主観的経験を強めて，
他者の情動に対しても敏感かつリアルに反応する
ことを可能にするのであろう。そうした他者の情
動に対する頻繁かつリアルな反応・体験の中で，
他者視点の理解や他者福利への動機づけを発達さ
せるということもあるかもしれない。

　本章では，音楽活動が共感や向社会的行動の発
達に貢献する可能性を示唆する研究知見をレ
ビューしながら，その発達的貢献を説明する心理
行動的メカニズムについて仮説を論じた。また，
近年の脳イメージング研究の進展により，音楽活
動と共感の繋がりを説明する特定の脳神経メカニ
ズムを見出すところまで来ている。今後も心理行
動的エビデンスと神経科学的エビデンスが報告さ
れて両者が統合されていけば，音楽活動が歌唱・
楽器演奏やダンスの感性と技術を養うだけではな
く，人間が社会の中で生きていく中で欠かすこと
のできない共感や向社会的行動を育む可能性があ
ることをより強く唱えることができる。そして，
音楽の本来的価値はさらに強固に，音楽の適用可
能性はさらに広くなるであろう。

4．音楽教育と共感性・向社会的行動
　前章では，音楽・ダンスのレッスンやトレーニ
ングを受けることが共感脳を発達させて共感や向
社会的行動を向上させる可能性を論じてきた。こ
のことは音楽教育のあり方にも重要な示唆を与え
ることになる。
　例えば，本邦の音楽教育を見渡すとその目的と
文脈は多様である。学校での音楽教育は一斉授業
で行われることが多く，音楽鑑賞を通して音楽と
技術に関する知識を学習したり，合唱や合奏，ま
たはダンスを体験させたりする。学校行事として
は音楽発表会や合唱コンクールを開催している学
校が多く，全校行事として児童・生徒全員が参加
する。また，合唱や楽器合奏を課外のクラブ活動・
部活動の一環で行われてもいる。さらに，幼稚園・
保育所などではリトミックなどを取り入れた保育
実践活動がよく行われる。そして，家庭教育の一
環として，子どもにピアノ等の楽器演奏の個人
レッスンを受けさせたり，合唱団に所属させて合
唱のレッスンを受けさせたりしているところも少
なくない。成人になっても音楽教育から離れるこ
とはなく，特定の楽器演奏のレッスンを受けるた
めの音楽教室や合唱の練習と発表を実践するグ
ループ活動など，生涯を通じて音楽教育の場が用
意されている。音楽を職業にしてプロフェッショ
ナルを目指す人たちには，音楽の専門教育を実践
する高等学校から大学院まで多くの教育機関が本
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邦には存在し，音楽の専門的知識を身につける講
義だけでなく，音楽の表現技術と感性を磨くため
の演習や個別指導も行われている。
　こうした多様な文脈の中にある音楽教育を教育
目的という視点でみたとき，それは，音楽そのも
のを深く追及してプロフェッショナルとして音楽
を提供するための表現技術と感性を育もうとする
次元と，音楽を通じて音楽とは別の資質や感性を
育もうとする次元に大別されるであろう。勿論，
種々の音楽教育活動はこの ２ つの次元のどちらか
に割り当てられるというものではなく，両次元を
目指す音楽教育活動もある。しかしながら，前章
を踏まえて共感や向社会的行動に対する音楽教育
の影響について検討するとき，それがどちらかと
いえば後者の教育的次元であることは間違いない。
　多様な文脈の中で実施される音楽教育活動の中
でも，例えば，幼稚園・保育所・認定こども園や
小学校において音楽はどのように扱われているの
であろうか。幼稚園・保育所・こども園や小学校
がもつ教育方針や，そこに携わる教諭・保育士が
受けてきた音楽教育や実践してきた音楽活動の内
容によって，音楽の取り扱い方や教育実践方法は
異なるが，一方で，本邦では共通の方針と実践方
法は基本的に，厚生労働省が提示する保育所保育
指針（厚生労働省，2018），文部科学省が提供す
る幼稚園教育要領（文部科学省，2018）や小学校
学習指導要領（文部科学省， 2017），また内閣府，
文部科学省，厚生労働省が共同で提している幼保
連携型認定こども園教育・保育要領（内閣府・文
部科学省・厚生労働省，2018）に基づいて束ねら
れている。そこでこれらの各指針・要領をベース
にして，前章の内容を踏まえながら，乳幼児や小
学生の音楽教育活動の展望を以下で論じることと
したい。
　まず，保育所保育指針では， 1 歳以上 3 歳未満
の子どもが「音楽，リズムやそれに合わせた体の
動きを楽しむ」ことができるようにすることが求
められ，「音楽によって気持ちが自然と切り替わ
り，また遊びへと気持ちが向かうきっかけになる」
という音楽の情動的意義や，「自分の思いや体の
動きと音楽やリズムのつながり」を楽しむ経験の
重要性が提言されている。また， 3 歳以上の子ど
もが「音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズ

ム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう」こと
ができるように働きかけていくことも求められて
おり，「自分の気持ちを込めて表現する楽しさ」
や「想像を巡らし，感じたことを表現し合い，表
現を工夫してつくり上げる楽しさを味わう」経験
を豊富に提供することで「将来の音楽を楽しむ生
活」につなげることを，音楽活用の目的として示
している。幼稚園教育要領では， 3 歳児以上の子
どもが対象となるため，保育所保育指針と同様に

「音楽に親しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽
器を使ったりなどする楽しさを味わう」ことがで
きるようにすることが求められている。幼保連携
型認定こども園教育・保育要領は音楽の取り扱い
に関して，保育所保育指針とほぼ同様である。
　こうしてみると， 3 歳未満までの音楽は，子ど
もに快情動を誘導したり動機づけを高めたりする
ことに用いられたり，子どもが自らの情動や思い
を表現することに活用されたりするなど，Juslin 
& Vastfjall （2008）の言う音楽に対する情動生起
の無自覚的なプロセス（特に情動的共鳴や評価的
条件づけ）が強調されて扱われていることが窺え
る。一方， 3 歳以上の音楽は，音楽を通じて自身
の情動や思いを表現することだけでなく，音楽に
よって様々に想像し，またその想像から音楽を通
じて表現を創造することが想定されており，知的
発達に及ぼす効果が音楽教育の意義と見なされて
いるように思われる。勿論，これは，音楽そのも
のを深く追及して音楽やダンスの表現技術と感性
を磨くというものではなく，音楽やダンスを通じ
て音楽能力とは別の資質や感性を育もうとするも
のに他ならない。そもそも，例えば幼稚園教育要
領にもあるように，指導は「幼児が様々な人やも
のとの関わりを通して，多様な体験をし，心身の
調和のとれた発達を促すようにしていくこと」と
定められており，本邦の保育所・幼稚園・こども
園における音楽活用・音楽教育に，子どもの社会
性発達に対する貢献的意義を読み取ることができ
る。今後，より具体的に，共感や向社会的行動に
対する音楽活動のポジティヴな影響を示唆する近
年のエビデンスに照らして，保育所・幼稚園・こ
ども園での音楽活用や音楽教育の意義を，他者と
の繋がり・共感性・道徳性の形成というところま
で拡張してもよいのかもしれない。
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　2020年度より完全実施となった小学校教育では
2017年改訂の小学校学習指導要領に基づいて音楽
科の目標は，①曲想と音楽の構造などとの関わり
について理解するとともに，表したい音楽を表現
するために必要な技能を身に付けるようにするこ
と，②音楽表現を工夫することや音楽を味わって
聴くことができるようにすること，③音楽活動の
楽しさを体験することを通して，音楽を愛好する
心情と音楽に対する感性を育むとともに，音楽に
親しむ態度を養い豊かな情操を培うこと，とされ
ている。特に③にある「豊かな情操」というのが
本論のテーマとも関係している。小学校学習指導
要領（平成29年告示）解説音楽編（文部科学省，
2017）によれば，「豊かな情操」は「より善なる
ものや崇高なるものに対する心」の基盤となる「美
しさを受容し求める心」を中心とする態度のこと
であり，道徳性の発達の基礎につながるものであ
るという。そして，こうした ３ つの目標の到達の
成果として，「生活や社会の中の音や音楽と豊か
に関わる資質・能力」が修得されることが想定さ
れている。この資質・能力を育むために必要な学
習の在り方の１つとして，「友達と音や音楽及び
言葉によるコミュニケーションを図って交流し共
有したり共感したり」すること，すなわち「音楽
によって喚起されたイメージや感情，音楽表現に
対する思いや意図，音楽を聴いて感じ取ったこと
や想像したことなどを友達と伝え合い，友達の感
じ方や考え方等に共感しながら，自分の感じ方や
考え方等を深めていく」ことが強調されている。
また，音楽表現や音楽鑑賞の指導における配慮事
項として，「知覚したことと感受したこととの関
わりを基に音楽の特徴を捉えたり，思考，判断の
過程や結果を表したり，それらについて他者と共
有，共感したりする際には，適宜，体を動かす活
動も取り入れるようにすること」としており，他
者との共有・共感における身体性も強調されてい
る。以上を振り返ると，小学校における音楽教育
では，指導を通じて洗練された音楽活動によって
共感や道徳性の基盤が涵養されることを見込んで
いるように思われる。音楽活動が果たす共感発達
へのポジティヴな働きを示唆する近年のエビデン
スに照らせば，小学校の音楽科授業において音楽
を活用したり音楽を他者と共有したりする活動の

実践は，他者との繋がり・共感性・道徳性の形成
にも繋がるものであることがより強く意識される
ものであってもよいのかもしれない。
　幼稚園・保育所・認定こども園や小学校におけ
る音楽活用・音楽教育が共感・向社会的行動，ま
たは道徳性の発達に肯定的な影響があるのかにつ
いて本邦では現在までに検討された成果は確認さ
れない。ただし，中学生以上を対象にして音楽教
育が共感発達に及ぼす効用を検討した研究は幾つ
かある（服部ら， 2015; 山崎， 2015， 2019）。服部
ら（2015）や山崎（2019）の研究成果は，前章の
心理行動的エビデンスの節で紹介しており詳細は
割愛するが，音楽活動や音楽授業が共感の発達を
押し上げる可能性を示唆していた。今後は，幼児
や小学生をも対象にして，音楽活動・音楽教育が
共感・向社会的行動や道徳性の発達に及ぼす効果
を検証していく必要があるだろう。

5．総 括
　本論では，社会的関係促進機能を有し人類進化
に大きく貢献したであろう音楽能力と音楽活動
が，現実に他者とのコミュニケーションや結びつ
きを生み出すだけでなく，他者への共感や向社会
的行動を促すのかについて，関係する理論とエビ
デンスをもとに検討した。まず，音楽そのものが
もつ特徴的要素としてリズム，メロディ，ハーモ
ニー，反復的構造に着目し，それらによって次に
来る音のピッチやタイミングを予測したり他者と
の動きや歌唱・演奏の同期・ハーモニーを生み出
したりすることができ，快情動を伴う他者との結
びつきをもたらすことを説明した。そして，音楽
や音楽活動がどの程度深い他者との結びつきをも
たらすのかという問いを検討することはそれらが
共感の発達にどのように作用するのかという問い
と不可分であり，共感を構成する情動的共有，認
知的共感，共感的関心という ３ つの側面に対する
音楽活動の発達的寄与とそのメカニズムについて
論じた。具体的には，様々な音楽に晒されること
でその音楽に含まれる情動が豊富に体験されて情
動的共有が発達していく可能性，自らの音楽パ
フォーマンスを高めるために練習をしてそのパ
フォーマンスに対する他者評価を得る過程が認知
的共感を発達させる可能性，相互に歌・ダンス・
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楽器演奏を同期させて共有する活動が共感的関心
を強める可能性があることを仮説として提示し
た。こうした仮説の正誤は，私たちの心理行動的
データだけでなく心理行動に直結する脳神経ネッ
トワークに関係したデータをも検証することに
よって明らかになってくるものと思われる。
　本論は，共感や向社会的行動に対する音楽活動
の発達的貢献というテーマに光を当ててその可能
性を検討したが，それは，従来の「情操教育」だ
けではない「共感教育」（服部ら， 2015）として
の音楽や音楽教育の意義・役割を再考する絶好の
機会でもあった。しかしながらその意義・役割を
示唆する十分なエビデンスがないため，さらなる
検証と議論が必要である。今後具体的に，どのよ
うな対象者に対してどのような音楽を提供し，ど
のような活動やプログラムを実践することが共感
発達をより効果的に促すのかを検証する必要性が
ある。
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Do musical activities and education promote the development
of empathy and prosocial behavior? 

― Research review and theoretical consideration ―

Takahiro HISAZAKI・Ai MIZUMACHI

　This paper examines the potential effect of musical activities on empathy development. First, we 
described that some elements of music enable us to predict the pitch and timing of the next sound, 
and then create synchrony and harmony which generate pleasant emotions leading to bonding with 
others. In addition, many studies have confirmed that musical activities contribute to the development 
of empathy, which strengthen bonding with others. We proposed the following hypotheses of psycho-
behavioral mechanisms through which musical activities contribute to empathy development: （1） 
emotional sharing develops through exposure to emotions expressed in music; （2） practicing musical 
performance and being evaluated by others develop cognitive empathy; and （3） pleasant interactions 
with synchronized and/or harmonic dancing, singing, and playing strengthen empathic concern. 
Furthermore, recent neuroscientific research has suggested that musical activities may lead to empathy 
development by improving the functions of the insular cortex and other areas involved in emotional 
experience. It will be further necessary to examine what kind of music and activity contents and 
programs in musical education are effective for empathy development in what kind of subjects.

Key words: empathy, characteristic elements of music, pleasant emotion, synchronous and/or 
harmonic interaction with music, insular cortex
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